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時 　 間

会 　 場

演 　 題

講 師

砺波郷土資料館副館長

出町公民館文化講演会

- 砺 波 の 獅 子 舞 は 多 彩 -

「砺波の獅子舞は多彩」

砺波市出町子供歌舞伎曳山会館
砺波市出町中央５－４

主催：出町公民館・出町地区老人クラブ

砺波地方の獅子舞の歴史や成りたち、地域に根付く背景についてわかりやすくご紹介

します。祭りや行事の中で大切に受け継がれてきた獅子舞の魅力を、あらためて見つ

めなおす機会として、ぜひご参加ください。

令和８年３ 月 ８
10：00〜11：20

日【日】

元小中学校社会科教員。砺波

郷土資料館で７年間、砺波地

方の獅子舞を調査してきた。

各地に伝わる獅子舞の特徴や

違い、その魅力をわかりやす

く伝え、未来へ受け継がれる

ことを願い活動している。

Takashi  Seto

脊戸高志 氏

令和６年８月神島の獅子舞



定　員

参加費

持ち物

申込み

日　時

ガイド

集合場所

右のQRコードから申込みいただくか、
以下の電話、メールでお申込みください。

油田公民館　0763-32-6420

aburaden@ace.ocn.ne.jp

油田自治振興会館（駐車場）

先着　30名程度

1人  500円（当日精算）

9:00〜11:30

わくわくあぶらでん歴史ウォークわくわくあぶらでん歴史ウォーク

大人も子供も

大集合！

（家族での参加もOK）

昨年配布した「わくわくあぶらでん歴史ウォーク」→
   を持ってきてください。（なければ当日お渡しします）

インターネットに接続できる機器があれば便利です。
飲み物は各自ご持参ください。

各施設の職員、向井幹雄（市議）、山本良一（館長）

0月00日 日

油田公民館主催

「油田平和塔」を出発して、若鶴「三郎丸蒸留所」→
「油田駅」→「麦秋苑」を見学しよう♪

第１回「三郎丸」地区地区
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油田「こどもまんなかウィーク」！
7月25日
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和菓子づくり（公民館・児童クラブ）主催

油田にこにこ教室（自主勉強のお手伝い）
　

日時：7月2５日(土)10:00～
場所：油田自治振興会館（２階会議室）
申込み：公民館からの募集案内をご覧ください。

日時：7月27日(月)～31日(金) 9:30～11:30
場所：油田自治振興会館（遊戯室）
対象：小・中学生（油田地区の教員OBが宿題や自由研究のお手
　 伝いをします。）

参加費：無料（勉強の材料や飲み物は持ってきてください。）

　

ます寿司づくり（おせっ会主催）

日時：7月2６日(日)10:00～ 
場所：油田自治振興会館（２階会議室）
申込み：おせっ会からの募集案内をご覧

ください。

お問合せ　油田公民館　山本良一
TEL：0763-32-6420
FAX：0763-32-6431 
Mail：aburaden@ace.ocn.ne.jp

　7月25日(土)〜31日(金)は「油田こどもまんなかウィーク！」として、子どもだ
けで参加できる「油田にこにこ教室（自主勉強のお手伝い）」や、家族で参加で
きる「和菓子づくり（公民館・児童クラブ共催）」、「ます寿司づくり（おせっ
会主催）」を開催します。どうぞ気軽にご参加ください。お待ちしています。

「油⽥にこにこ
教室」の申込み
はこちらから



　　　　　　　　　　　　　　　　　全国公民館連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局次長　村上　英己

 　Canvaを活用してチラシ作成に取り組まれた公民館職員の皆様、一年間の素晴らしい
成果を拝見させていただきました。本当にお疲れ様でした。
 　皆様が作成されたチラシを拝見し、いろいろ悩みながらもつくりあげた様子が伺え、
とてもうれしく思いました。Canvaというツールに向き合い、文字の大きさを調整し、
写真の配置を考え、色合いに悩みながら、「どうすれば地域の人に届くか」を真剣に考え
てつくられた一枚一枚。そのチラシは、単なる案内ではなく、皆さんの思いそのもので
はないでしょうか。
 　皆さんの報告を拝見し、高齢の方が初めてスマホで公民館の投稿を見て笑顔になった
こと。子どもたちの自然体験の様子が動画で共有されたこと。閉校を前にした地域で校
歌が響いたこと。オンラインで他館とつながれたこと。実際に参加者が増えたり、「見や
すくなったね」「インスタ楽しみにしてるよ」と声をかけられたりしたことなど、その一
つひとつが、確かな成果です。しかし、そうやってがんばったその皆さんの姿勢こそ
が、この事業の最大の成果だと思います。
　全体的に拝見して、これまでの事務的な案内から脱却し、Canvaのテンプレートや素
材を活かした視覚的に楽しい紙面が増えていると感じました。色使いや写真の配置に工
夫が見られ、手に取る住民の皆さんが「おもしろそう！」と感じるワクワク感が伝わっ
てきます 。
　またデジタルツールを使いながらも、地域の伝統行事や子どもたちの笑顔を主役にす
るなど、公民館らしい「温かさ」がデザインに宿っていました。効率化だけでなく、心
の通った広報を実践されている点が非常に素晴らしいです 。
 　報告書の中には「準備に時間がかかる」「スキル不足を痛感した」という正直な悩み
もありましたが、それはより良いものを届けたいという熱意の裏返しです 。完璧を目指
しすぎず、楽しみながら発信し続けてください。皆様のがんばりが、誰かの「参加して
みようかな」という一歩に確実に繋がっていると思います。モデル事業の先にあるもの
は、特別な技術ではなく、「届けたい」と願う皆さんの姿勢そのものです。その姿勢があ
る限り、皆さんの広報はこれからも進化し続けるでしょう。
　皆さんの取り組みが、これからも地域の誰かの心を動かしていくことを、心から楽し
みにしています。

モデル事業の先にあるもの　―“届けたい”が形になった一年

「公民館deつながるモデル事業」支援アドバイザー

Advisor’s Reflection– Chapter 2 


